
課　題
担い手となる、
● 人材の育成と確保
● スタートアップ資金と身分の保障
● やる気ある人材を後押しする地域のステークホルダーを巻き込んだプ
ラットフォームの構築

目　標
教育プログラムの開講で地域起業家人材が3人誕生し、2年程度実践的なト
ライアルをサポートし、賃金と身分を保障できる制度（ローカル版地域おこ
し協力隊）が確立される。

活動内容と成果
環境（エネルギー）、農業、国際交流を題材にしたELEオンライン研修の実
施（6回）。参加者14人が自然環境を守り紡ぎながら仕事をおこすことについ
ての理解が進み、参加者総数14人中2人が小田原かなごてファームに就職し
た。

人材育成塾も、自立のめどは立たず、また、人材育成プラットフォーム
も、中途半端な形でしか成果は残せず、筆者自身も当会を去らなければ
ならず、事業として展開することは困難となってしまった。筆者が立ち
上げた会社で責任をもって人材育成塾並びに人材育成プラットフォー
ムを引き継いで展開していきたい。

全助成期間の活動を振り返って

森里川海(自然資本)を活用した地域課題解
決型人材を育成する『未来・ひと・仕事』創
生塾の構築と展開
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人材育成塾・人材育成プラットフォーム事業について、いずれも筆者（小山田）が立ち上げた合同会社小田原かなごてファームで
引き継ぎ展開していきたい。地域の課題解決を担う人材は、当社が社員を雇用することで確保してまいる。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
人材育成塾の自立に向けた作り込み
と人材育成プラットフォームの構築
が遅々として進まなかったところ。

■工夫した点
新型コロナウイルス禍という未曽有
の経験もあり、新型コロナウイルス
だからできないではなくて、新型コ
ロナウイルスだからこそできる手法
はないか？という観点から、Zoom
と実地のハイブリッドという手法を
展開した。

 神奈川県活動地域

研修を終えて研修を終えて

みかんの収穫体験みかんの収穫体験

ソーラーシェアリングを作ってみようソーラーシェアリングを作ってみよう

実　践

つづける助成

3年目

研修参加者 14 人

就職人数 2 人

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 100 ％


